
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング素子を有する複数のサブ画素から成る複数の画素と、データドライバ及び
ゲートドライバと、前記スイッチング素子の各々を介して前記データドライバに連結され
た複数のデータラインと、前記スイッチング素子の各々を介して前記ゲートドライバに連
結された複数のゲートラインとを備えた液晶表示装置の液晶パネルを駆動する方法におい
て、
　前記複数の画素のうち一つの画素において、該一つの画素の中央部に配置された第１色
のサブ画素は他の一つの画素の第１色のサブ画素に短絡されており、該他の一つの画素の
第１色のサブ画素を介して、前記第１色のサブ画素に第１色のデータを印加する段階と、
　前記一つの画素の中央部を取り囲む複数の端部のうち、少なくとも１つの端部に配置さ
れた第２色のサブ画素に第２色のデータを印加する段階と、
　前記複数の端部のうち少なくとも１つの端部に配置された第３色のサブ画素に第３色の
データを印加する段階とを含み、
　前記第１色は、赤、青、及び緑のうち何れか一色であり、前記第２色は、赤、青、及び
緑から前記第１色を除いた二色のうち何れか一色であり、前記第３色は、赤、青、及び緑
から前記第１色及び前記第２色を除いた一色であることを特徴とする液晶パネルの駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　本発明は液晶パネルに関するもので、特に一つの画素内に５個のカラーサブ画素を有す
る液晶パネルを駆動する液晶パネルの駆動方法、その駆動装置及びその液晶表示装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　液晶表示装置（ Liquid Crystal Display）は通常、ビデオ信号により液晶セルの光透過
率を調節して画像を表示する。液晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブ・
マトリックス（ Active Matrix）タイプの液晶表示装置は動画像を表示するのに適してい
る。アクティブ・マトリックス・タイプの液晶表示装置に使用されるスイッチング素子と
しては薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor；以下″ＴＦＴ″という）が利用される
。
【０００３】
　図１は一般的な液晶表示装置のブロック構成図を示す。
【０００４】
　図１を参照すると、液晶表示装置の駆動装置はアナログ・ビデオ・データをデジタル・
ビデオ・データに変換するためのデジタル・ビデオ・カード（１）と、液晶パネル（６）
のデータライン（ＤＬ）にビデオ・データを供給するためのデータ・ドライバ（３）と、
液晶パネル（６）のゲートライン（ＧＬ）を逐次的に駆動するためのゲート・ドライバ（
５）と、データ・ドライバ（３）とゲート・ドライバ（５）を制御するためのタイミング
・コントローラ（２）とを具備する。
【０００５】
　液晶パネル（６）は二枚のガラス基板の間に液晶が注入されて、その下部のガラス基板
の上にゲートライン（ＧＬ）とデータライン（ＤＬ）が相互に直交して形成される。ゲー
トライン（ＧＬ）とデータライン（ＤＬ）との交差部にはデータライン（ＤＬ）から入力
される画像を液晶セル（Ｃｌｃ）に選択的に供給するためのＴＦＴが形成される。このた
め、ゲートライン（ＧＬ）にはＴＦＴのゲート端子が接続されて、データライン（ＤＬ）
にはＴＦＴのソース端子が接続される。そしてＴＦＴドレイン端子は液晶セル（Ｃｌｃ）
の画素電極に接続される。
【０００６】
　デジタル・ビデオ・カード（１）はアナログ入力画像信号を液晶パネル（６）に適合す
るデジタル画像信号に変換して画像信号に含まれた同期信号を検出する。
【０００７】
　タイミング・コントローラ（２）はデジタル・ビデオ・カード（１）からの赤色（Ｒ）
、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタル・ビデオ・データをデータ・ドライバ（３）に供
給する。また、タイミング・コントローラ（２）はデジタル・ビデオ・カード（１）から
入力される水平 /垂直同期信号（Ｈ、Ｖ）を利用してドットクロック（Ｄｃｌｋ）及びゲ
ート・スタート・パルス（Ｇｓｐ）などのデータとゲートの制御信号とを生成することに
より、データ・ドライバ（３）とゲート・ドライバ（５）をタイミング制御する。ドット
クロック（Ｄｃｌｋ）などのデータの制御信号はデータ・ドライバ（３）に供給され、一
方、ゲート・スタート・パルス（Ｇｓｐ）などのゲート制御信号はゲート・ドライバ（５
）に供給される。
【０００８】
　ゲート・ドライバ（５）はタイミング・コントローラ（２）から入力されるゲート・ス
タート・パルス（Ｇｓｐ）に応答して逐次的にスキャンパルスを発生するシフト・レジス
タ（図示しない）と、スキャンパルスの電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合するレベ
ルにシフトさせるためのレベル・シフト（図示しない）などによって構成される。このゲ
ート・ドライバ（５）から入力されるスキャンパルスに応答してＴＦＴによりデータライ
ン（ＤＬ）上のビデオ・データが液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給される。
【０００９】
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　データ・ドライバ（３）にはタイミング・コントローラ（２）からの赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタル・ビデオ・データと共にドットクロック（Ｄｃｌｋ）が
入力される。このデータ・ドライバ（３）はドットクロック（Ｄｃｌｋ）に同期して赤色
（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタル・ビデオ・データをラッチした後に、ラッ
チされたデータをガンマ電圧（Ｖγ）により補正する。そしてデータ・ドライバ（３）は
ガンマ電圧（Ｖγ）により補正されたデータをアナログ・データに変換して１ライン分ず
つデータライン（ＤＬ）に供給する。
【００１０】
　図２は図１の液晶表示装置の画素とＴＦＴ構造の関係を詳細に表す図面である。
【００１１】
　図２を参照すると、液晶表示装置の画素は４個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬ４）と２
個のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ２）により区画された領域に構成されている。そして、
ゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ２）とデータライン（ＤＬ１、ＤＬ２）により囲まれた領域
に１個の画素電極（１２ａ）が設置されてこの領域が１個の画素になり、同様にして、ゲ
ートライン（ＧＬ１、ＧＬ２）とデータライン（ＤＬ２、ＤＬ３）とにより囲まれた領域
に１個の画素電極（１２ｂ）が設置されてこの領域が１個の画素になり、ゲートライン（
ＧＬ１、ＧＬ２）とデータライン（ＤＬ３、ＤＬ４）とにより囲まれた領域に１個の画素
電極（１２ｃ）が設置されてこの領域が１個の画素になる。これらの３個の画素により１
個の画素（１６）が構成されると共に各画素電極（１２）の側部側にそれぞれスイッチ素
子としてＴＦＴ（１４）が構成される。
【００１２】
　また、画素電極が構成された透明基板に対向する異なる基板にはカラーフィルター（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）が設置されるが、この形態では図２に示されている１個の画素の中の左段の画
素電極（１２ａ）に対向する位置に図３に示されているようにＲのカラーフィルターが、
中段の画素電極（１２ｂ）に対向する位置にＧのカラーフィルターが、右段の画素電極（
１２ｃ）に対向する位置にＢのカラーフィルターがそれぞれ配置される。
【００１３】
　この形態でＶＧＡ仕様の表示を行うためにデータライン（ＤＬ）は６４０個、ゲートラ
イン（ＧＬ）が４８０個設置されているので、画素は１画面上に３０７２００個形成され
ている。
【００１４】
　図３は図１に図示された従来の液晶表示装置によるＲＧＢカラーフィルターの配列状態
をゲート・ドライバ（５）及びデータ・ドライバ（３）の接続状態により表す図面である
。
【００１５】
　図３を参照すると、液晶表示装置は６バス方式の入力信号（Ｒｅ、Ｇｅ、Ｂｅ、Ｒｏ、
Ｇｏ、Ｂｏ）を入力受けてデータクロックに同期して１からｎ番目のデータライン（ＤＬ
１～ＤＬｎ）までを出力させる。
【００１６】
　Ｒ信号はデータ・ドライバ（３）を通して第１データライン（ＤＬ１）に出力されて、
Ｇ信号はデータ・ドライバ（３）を通して第２データライン（ＤＬ２）に出力されて、Ｂ
信号はデータ・ドライバ（３）を通して第３データライン（ＤＬ３）に出力される。前記
の信号は３個の出力が一つのセットになって繰り返す。
【００１７】
　この際、データ・ドライバ（３）を通したライン配置によりＢ信号はデータ・ドライバ
（３）を通して第１データライン（ＤＬ１）に出力されて、Ｇ信号はデータ・ドライバ（
３）を通して第２データライン（ＤＬ２）に出力されて、Ｂ信号はデータ・ドライバ（３
）を通して第３データライン（ＤＬ３）に出力される。
【００１８】
　そして、従来技術の液晶表示装置により駆動される液晶パネルは図４ A及び図４ Bに示さ
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れているようにドット反転方式を採用している。ドット反転方式の液晶パネルの駆動方法
では図４ A及び図４ Bで示されているように液晶パネル上のコラムライン（ columnline）及
びローライン（ rowline）別に隣接した液晶セルに交互に相反した極性のデータ信号を供
給すると共にフレーム毎に液晶パネル上のすべての液晶セルに供給されるデータ信号の極
性を反転させる。換言すれば、ドット反転方式ではフレーム毎のビデオ信号が表示される
場合に図４ Aに示されているようにローラインの左側の液晶セルから右側の液晶セルに移
行するにつれてそして、コラムラインの上から下の液晶セルに移行するにつれて正極性（
＋）及び負極性（－）が交替に表れるようにデータ信号を液晶パネル上の液晶セルにそれ
ぞれ供給する。そして、次のフレームのビデオ信号が表示される場合には図４ Bで示され
ているように各液晶セルに供給されるデータ信号の極性は、直前のフレームの極性に対し
て反転される。
【００１９】
　しかし 従来のストライプ（ Stripe）方式の画素を有する液晶パネルの駆動方法は、

を向上させるには限界があ

【００２０】
【発明が解決しようとする課題】
　従って、本発明の目的は、一つの画素中に５個のカラーサブ画素を配置した構造を有す
る液晶パネルの駆動方法、その駆動装置及びその液晶表示装置を提供することにある。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明による液晶パネルの駆動方法は、スイッチング素子
を有する複数のサブ画素から成る複数の画素と、データドライバ及びゲートドライバと、
前記スイッチング素子の各々を介して前記データドライバに連結された複数のデータライ
ンと、前記スイッチング素子の各々を介して前記ゲートドライバに連結された複数のゲー
トラインとを備えた液晶表示装置の液晶パネルを駆動する方法において、前記複数の画素
のうち一つの画素において、該一つの画素の中央部に配置された第１色のサブ画素は他の
一つの画素の第１色のサブ画素に短絡されており、該他の一つの画素の第１色のサブ画素
を介して、前記第１色のサブ画素に第１色のデータを印加する段階と、前記一つの画素の
中央部を取り囲む複数の端部のうち、少なくとも１つの端部に配置された第２色のサブ画
素に第２色のデータを印加する段階と、前記複数の端部のうち少なくとも１つの端部に配
置された第３色のサブ画素に第３色のデータを印加する段階とを含み、前記第１色は、赤
、青、及び緑のうち何れか一色であり、前記第２色は、赤、青、及び緑から前記第１色を
除いた二色のうち何れか一色であり、前記第３色は、赤、青、及び緑から前記第１色及び
前記第２色を除いた一色であることを特徴とする。
【００２２】
　この時、第２色のデータを印加する段階は前記一つの画素内に第１色のサブ画素を中心
に対角線方向に対向して配置された第２色のサブ画素にデータを印加する段階を含むこと
を特徴とする。
【００２３】
　また第３色のデータを印加する段階は前記一つの画素内に第１色のサブ画素を中心に対
角線方向に対向して配置された第３色のサブ画素にデータを印加する段階を含むことを特
徴とする。
【００２４】
　本発明による液晶パネルの駆動装置は多数のサブ画素を含む画素をマトリックス形態に
配列した液晶パネルを駆動する装置において、前記サブ画素に選択的に赤、緑、青色のデ
ータを入力する信号選択手段と、外部から入力される水平同期信号及びドットクロックを
利用して前記信号選択手段を制御する制御信号を生成する制御信号生成手段と、前記信号
選択手段により出力されたデータを前記サブ画素に印加して画像を表示する液晶パネルと
を具備することを特徴とする。
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、 表
示の画質 り、ドット反転方式の液晶表示パネルで駆動させる際
にフリッカー（ flicker）が現れる問題点がある。



【００２５】
　本発明での信号選択手段は液晶パネルの駆動の際に前記制御信号により赤色のデータ及
び緑色のデータを交互に供給する第１信号選択手段と、青色のデータを所定の一定の間隔
毎に供給する第２信号選択手段とを具備することを特徴とする。
【００２６】
　本発明での制御信号生成手段は前記ドットクロックを利用して前記緑色のデータを所定
の周期で供給する制御信号を印加する第１制御信号の生成手段と、前記水平同期信号を利
用して前記信号選択手段と第１制御信号の生成手段とに制御信号を印加する第２制御信号
生成手段とを具備することを特徴とする。
【００２７】
【作用】
　本発明による液晶表示装置の駆動方法及びその駆動装置 、一つの画素内に５
個のサブ画素を配置した構造を有する液晶表示装置

、そ 示品質を向上させることができる
。また、

液晶表示装置を
駆動させた際には、従来のドット反転方式

と類似する形態にデータの極性を反転させるためフリッカーの影響を低減することも可能
である。
【００２８】
【発明の実施態様】
　以下、図５～図１３ Bを参照して本発明の好ましい実施例に対して説明する。
【００２９】
　図５は一般的な液晶表示装置のブロック構成図である。
【００３０】
　図５を参照すると、液晶表示装置の駆動装置はアナログ・ビデオ・データをデジタル・
ビデオ・データに変換するためのデジタル・ビデオ・カード（２１）と、液晶パネル（２
６）のデータライン（ＤＬ）にビデオ・データを供給するためのデータ・ドライバ（２３
）と、液晶パネル（２６）のゲートライン（ＧＬ）を逐次的に駆動するためのゲート・ド
ライバ（２５）と、データ・ドライバ（２３）とゲート・ドライバ（２５）とを制御する
ためのタイミング・コントローラ（２２）とを具備する。
【００３１】
　液晶パネル（２６）の二枚のガラス基板の間には液晶が注入されて、その下部のガラス
基板の上にゲートライン（ＧＬ）とデータライン（ＤＬ）が相互に直交して形成される。
ゲートライン（ＧＬ）とデータライン（ＤＬ）との交差部にはデータライン（ＤＬ）から
入力される画像を液晶セル（Ｃｌｃ）に選択的に供給するためのＴＦＴが形成される。ゲ
ートライン（ＧＬ）にはＴＦＴのゲート端子が接続されて、データライン（ＤＬ）にはＴ
ＥＴのソース端子が接続される。そしてＴＦＴドレイン端子は液晶セル（Ｃｌｃ）の画素
電極に接続される。
【００３２】
　デジタル・ビデオ・カード（２１）はアナログ入力画像信号を液晶パネル（２６）に適
合するデジタル画像信号に変換して画像信号に含まれた同期信号を検出する。
【００３３】
　タイミング・コントローラ（２２）はデジタル・ビデオ・カード（２１）からの赤色（
Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタル・ビデオ・データをデータ・ドライバ（２３
）に供給する。また、タイミング・コントローラ（２２）はデジタル・ビデオ・カード（
１）から入力される水平 /垂直同期信号（Ｈ、Ｖ）を利用してドットクロック（Ｄｃｌｋ
）等のデータとゲート・スタート・パルス（Ｇｓｐ）などのゲートの制御信号とを生成し
てデータ・ドライバ（２３）とゲート・ドライバ（２５）をタイミング制御する。ドット
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においては
を駆動させるために、データ・ドライ

バの出力端子とデータラインとの間の連結関係が従来とは異なり、データ・ドライバの出
力端子の個数が従来とは異なるように使用して の表

従来とは出力端子の個数が異なるように従来のデータ・ドライバを使用して、一
つの画素内に５個のサブ画素を配置した構造を有する 新たな駆動方式であ
る本発明の駆動方法及びその駆動装置を用いて



クロック（Ｄｃｌｋ）などのデータの制御信号はデータ・ドライバ（２３）に供給されて
、ゲート・スタート・パルス（Ｇｓｐ）などのゲート制御信号はゲート・ドライバ（２５
）に供給される。
【００３４】
　ゲート・ドライバ（２５）はタイミング・コントローラ（２２）から入力されるゲート
・スタート・パルス（Ｇｓｐ）に応答して逐次的にスキャンパルスを発生するシフト・レ
ジスタと、スキャンパルスの電圧を液晶セルの駆動に適合するレベルにシフトさせるため
のレベル・シフトなどによって構成される。このゲート・ドライバ（２５）から入力され
るスキャンパルスに応答してＴＦＴによりデータライン（ＤＬ）上のビデオ・データが液
晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給される。
【００３５】
　データ・ドライバ（２３）には、タイミング・コントローラ（２２）からの赤色（Ｒ）
、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタル・ビデオ・データと共にドットクロック（Ｄｃｌ
ｋ）が入力される。このデータ・ドライバ（２３）は、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）に同
期して赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のデジタル・ビデオ・データをラッチした
後に、ラッチされたデータをガンマ電圧（Ｖｒ）により補正する。そしてデータ・ドライ
バ（３）はガンマ電圧（Ｖｒ）により補正されたデータをアナログ・データに変換して１
ライン分ずつデータライン（ＤＬ）に供給する。
【００３６】
　図６ A及び図６ Bは本発明における第１及び第２実施形態の液晶パネルの画素構造と画素
へのデータの入力を説明する図面である。
【００３７】
　図６ A及び図６ Bを参照すると、液晶パネルの画素は１個の画素内に配置された５個の異
なるカラーサブ画素によって構成されている。
【００３８】
　画素（２７）は正四角形の形状を有しており、画素（２７）は、正四角形の画素（２７
）の中央部に配置された菱形形態のＢカラーフィルターを有するサブ画素（３０）と、Ｂ
カラーフィルターを有するサブ画素（３０）を中心に左上段と右下段の端部にそれぞれの
Ｒカラーフィルターを有したサブ画素（２８ａ、２８ｂ）と、Ｂカラーフィルターを有す
るサブ画素（３０）を中心に左上段と右下段の端部にそれぞれのＧカラーフィルターを有
したサブ画素（２９ａ、２９ｂ）とを具備する。
【００３９】
　図６ Aは４個のサブ画素と１個のＢサブ画素（３０）が二つのゲートラインの間に位置
して下段のゲートライン（ GＬ２）と上段のゲートライン（ GＬ１）に二画素毎に交互に連
結される構造であり、図６ BでのＢサブ画素（３０）は二つのゲートラインの間に位置し
て下段のゲートライン（ GＬ４）と上段のゲートライン（ GＬ３）に一画素毎に交互に連結
される構造を示す。これで、Ｂサブ画素（３１）は４画素を基準に二つの画素だけに色を
表示する。
【００４０】
　また、一画素内に５個のカラーサブ画素を有する液晶パネルの駆動方法は、従来の技術
でのデータ・イネーブル信号がＲ、Ｇ、Ｂデータ信号に周期的に印加される方法とは異な
りＲデータ・バス及びＧデータ・バスにゲートライン（ＧＬ）毎にＲデータ信号を一度入
力すると次はＧデータ信号を交互に入力するという特徴を有する。このとき、 R及び Gデー
タ信号が４回入力される間に、 Bデータ・バスに Bデータ信号が２回入力される。
【００４１】
　図６ A及び図６ Bに示したサブ画素配置の構造を有する液晶パネルを従来のデータ・ドラ
イバを用いて駆動するための新たな駆動方式である本発明の駆動方法を以下に説明する。
【００４２】
＜第１実施形態＞
　図７ A及び図７ Bは図６ Aに図示された画素構造と液晶パネルを駆動するための配線のデ
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ータ・ドライバへの接続状態とを概略的に表す図面である。
【００４３】
　図７ A及び図７ Bを参照すると、液晶表示装置は６バス方式の入力信号（Ｒｅ、Ｇｅ、Ｂ
ｅ、Ｒｏ、Ｇｏ、Ｂｏ）を入力受けてデータクロックに同期して１～Ｎ番目のデータライ
ン（ＤＬ１～ＤＬＮ）にデータ信号を出力する。
【００４４】
　本発明ではデータ・ドライバ（２３）に連結される１２個で１組の出力端子の中の２番
目と５番目の出力端子をデータライン（ＤＬ）と接続せずに使用する。
【００４５】
　以後のデータ・ドライバ（２３）からの８番目と１１番目の出力端子は正常にデータラ
イン（ＤＬ）と接続されてＢサブ画素データを出力するように駆動する。
【００４６】
　このような連結方法はＮ番目の出力端子にまですべて適用される。
【００４７】
　図８は、図７ Bに示されたサブ画素配置の構造を有する液晶パネルにデータを出力する
データドライバ（２３）に含まれるデータ・パルス発生機を詳細に表す図面である。
【００４８】
　図８を参照すると、データ・パルス発生機は、タイミングコントローラ（２２）を通し
てカラー・データ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を

【００４９】
　

【００５０】
　

【００５１】
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選択的に出力するように制御されるマルチプレクサ（
以下、「ＭＵＸ」という。）とタイミング・コントローラ（２２）からの制御信号が入力
されて制御されるＤーフリップフロップ（３１、３２、３３）とによって構成される。

マルチプレクサは、奇数番目のデータの駆動の際にＲデータを出力し、偶数番目のデー
タの駆動の際にＧデータを出力する第１マルチプレクサ（ＭＵＸ１）と、奇数番目のデー
タの駆動の際にＧデータを出力し、偶数番目のデータの駆動の際にＲデータを出力する第
２マルチプレクサ（ＭＵＸ２）と、奇数番目のデータと偶数番目のデータの駆動の際にＢ
データを選択的に出力する第３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）と、第３マルチプレクサに接
続されて第３マルチプレクサを制御する制御信号を送り出す第４マルチプレクサ（ＭＵＸ
４）とを具備する。第４マルチプレクサ（ＭＵＸ４）は三状態バッファーまたは制御スイ
ッチにおきかえることが可能である。

Ｄーフリップフロップ（３１、３２、３３）は、入力ドットクロック（Ｄｃｌｋ）を４
分周された制御パルスとして出力する第１及び第２フリップフロップ（３１、３２）の直
列接続部と、タイミング・コントローラ（２２）からの水平同期信号により制御されて第
１、第２及び第４マルチプレクサ（ＭＵＸ１、ＭＵＸ２、ＭＵＸ４）に制御信号を供給す
る第３Ｄーフリップフロップ（３３）とによって構成される。タイミングコントローラ（
２２）からのドットクロック（Ｄｃｌｋ）は、第１Ｄ－フリップフロップ（３１）のクロ
ック端子（ＣＬＫ）に入力される。

第１Ｄーフリップフロップ（３１）の出力端子（ Q、¬Ｑ）の反転出端子（¬Ｑ）から
の出力信号は、第１Ｄーフリップフロップ（３１）の入力端子（ D）にフィードバックさ
れ、出力端子（ Q、¬ Q）の非反転出力端子（ Q）からの出力信号は、第２Ｄーフリップフ
ロップ（３２）のクロック端子（ CLK）に入力される。第２Ｄーフリップフロップ（３２
）の出力端子（ Q、¬ Q）の反転出力端子（¬ Q）からの出力信号は、第２Ｄーフリップフ
ロップ（３２）の入力端子（ D）に入力される。第２Ｄーフリップフロップ（３２）の出
力端子（ Q、¬ Q）の非反転出力端子（ Q）からの出力信号は第４マルチプレクサ（ MUX４）
に入力される。ドットクロック（ Dｃｌｋ）がタイミング・コントローラ（２２）から入
力される際に、直列接続された第１及び第２Ｄーフリップフロップ（３１、３２）は４分
周された制御パルスが第２Ｄーフリップフロップ（３２）の非反転出力端子（ Q）から出
力されるようにする。第２Ｄーフリップフロップ（３２）の非反転出力端子（ Q）から出



【００５２】
　

【００５３】
　図９ A及び図９ Bは、図８に示されている駆動装置を通して奇数番目のカラー・データと
偶数番目のカラー・データのデータラインへの出力を説明する図面である。
【００５４】
　図９ A及び図９ Bを参照すると、本発明における第１実施形態の液晶表示装置の駆動方法
は、一つの画素内に５個のカラーサブ画素を有する液晶パネル（２６）を駆動するために
、Ｒデータ・バス、Ｇデータ・バス及び Bデータ・バスを介して、水平期間毎に Rデータと
Gデータを交互に、かつ互いに異なる Bデータを交互に、データラインへ供給する。

【００５５】
＜第２実施形態＞
　図１０ A及び図１０ Bは図６ Bに図示された画素構造と配線の液晶パネルを駆動するため
のデータ・ドライバの接続状態とを概略的に表す図面である。
【００５６】
　図１０ A及び図１０ Bを参照すると、液晶表示装置は図７ A及び図７ Bに示された６バス方
式の入力信号（Ｒｅ、Ｇｅ、Ｂｅ、Ｒｏ、Ｇｏ、Ｂｏ）を入力として受けてデータクロッ
クに同期する方法とは異なり、６バス方式の入力信号（Ｒｅ、Ｇｅ、Ｂｅ、Ｒｏ、Ｇｏ、
Ｂｏ）を入力として１からＮ番目のデータライン（ＤＬ１～ＤＬＮ）に出力を供給する。
【００５７】
　本発明ではデータ・ドライバ（２３）に連結される出力端子で１２個で１組の出力端子
の内の２番目と８番目の出力端子をデータライン（ＤＬ）と接続せずに使用する。
【００５８】
　以後のデータ・ドライバ（２３）からの５番目と１１番目の出力端子は正常にデータラ
イン（ＤＬ）に連結されてＢデータを出力する。
【００５９】
　上記のような連結方法はＮ番目の出力端子にまですべて適用される。
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力された４分周された制御パルスはドットクロック（ Dｃｌｋ）の４分の１に当たる周波
数を有する。４分周された制御パルスは第４マルチプレクサ（ MUX4）に入力される。タイ
ミング・コントローラ（２２）からの水平同期信号（ Hsync）は第３Ｄーフリップフロッ
プ（３３）のクロック端子（ CLK）に入力される。第３Ｄーフリップフロップ（３３）の
出力端子（ Q、¬ Q）の反転出力端子（¬ Q）からの出力信号は第３Ｄーフリップフロップ
（３３）の入力端子（ D）に入力される。第３Ｄーフリップフロップ（３３）の非反転出
力端子（Ｑ）からの出力信号は、第１、第２及び第４マルチプレクサ（ＭＵＸ１、ＭＵＸ
２、ＭＵＸ４）に入力される。タイミング・コントローラ（２２）からドットクロック（
Ｄｃｌｋ）が第３Ｄーフリップフロップ（３３）に入力されると、第３Ｄーフリップフロ
ップ（３３）は２分周された形態の制御パルスを第１、第２及び第４マルチプレックサ（
ＭＵＸ１、ＭＵＸ２、ＭＵＸ４）に出力する。２分周された制御パルスは水平同期信号の
２分の１に当たる周波数を有するようになる。

また、第１マルチプレクサ（ＭＵＸ１）は、Ｒ及びＧデータの入力を受けて、第３Ｄー
フリップフロップ（３３）から出力された制御信号によりカラー信号を選択して出力する
。第２マルチプレックサ（ＭＵＸ２）は、Ｇ及びＲデータの入力を受けて、第３Ｄーフリ
ップフロップ（３３）から出力された制御信号によりカラー信号を選択して出力する。第
３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）はＢデータの入力を受けて、第３Ｄーフリップフロップ（
３２）の制御による第４マルチプレクサ（ＭＵＸ４）の制御信号によりＢデータ信号を選
択的に出力する。第４マルチプレックサ（ＭＵＸ４）からの制御信号は奇数番目及び偶数
番目の水平同期信号の期間のうちのいずれか一つの期間に４分周された制御信号パルスを
有する。好ましくは、第４マルチプレックサ（ＭＵＸ４）からの制御信号は奇数番目の水
平同期信号の期間に４分周された制御パルスを有する。

このよ
うに、Ｒデータ・バス及びＧデータ・バスに走査線毎にＲデータ信号を一度入力すると次
はＧデータ信号を交互に入力するという特徴を有する。



【００６０】
　図１１は、図１０ Bに示されているような画素にデータを発生させるためのデータパル
ス発生機を詳細に表す図面である。
【００６１】
　図１１を参照すると、データドライバ (２３ )に含まれるデータパルス発生機は、上述し
たようにタイミング・コントローラ（２２）を通してデータライン（ＤＬ１～ＤＬ３）へ
の画素データの選択的な出力を制御する第１～第４マルチプレクサ（ＭＵＸ１～ＭＵＸ４
）と、タイミング・コントローラ（２２）からの制御信号が入力されて制御される第４及
び第５Ｄ－フリップフロップ（３４、３５）とから構成される。
【００６２】
　第１マルチプレクサ（ＭＵＸ１）は、ｎ番目の水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）が発生され
るｎ番目の水平期間において、図１２ Aに示したように入力されるＲデータ（Ｒ１ａ～Ｒ
４ａ）を出力し、次いで、（ｎ＋１）番目の水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）が発生される（
ｎ＋１）番目の水平期間において、図１２ Bに示したように入力されるＧデータ（Ｇ１ａ
～Ｇ４ａ）を出力する。第２マルチプレクサ（ＭＵＸ２）は、上記ｎ番目の水平期間にお
いて、図１２ Aに示したように入力されるＧデータ（Ｇ１ａ～Ｇ４ａ）を出力し、次いで
、上記（ｎ＋１）番目の水平期間において、図１２ Bに示したように入力されるＲデータ
（Ｒ１ｂ～Ｒ４ｂ）を出力する。第３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）は、上記ｎ番目の水平
期間において、図１２ Aに示したように入力されるＢデータ（Ｂ２ａ、Ｂ４ａ）を出力し
、次いで、上記（ｎ＋１）番目の水平期間において、図１２ Bに示したように入力される
Ｂデータ（Ｂ１ｂ、Ｂ３ｂ）を出力する。第４マルチプレクサ（ＭＵＸ４）は、第５Ｄ－
フリップフロップ（３５）からの２分周した水平同期信号に応じて、第４Ｄ－フリップフ
ロップ（３４）からの２分周したドットクロックを第３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）の制
御端子に供給し、第３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）を制御する。
【００６３】
　第４Ｄ－フリップフロップ（３４）は、タイミングコントローラ（２２）からのドット
クロック（Ｄｃｌｋ）を２分周し、この２分周したドットクロックを第４マルチプレクサ
（ＭＵＸ４）に供給する。第５Ｄ－フリップフロップ（３５）は、タイミングコントロー
ラ（２２）からの水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）を２分周し、この２分周した水平同期信号
を第１、第２及び第４マルチプレクサ（ＭＵＸ１、ＭＵＸ２、ＭＵＸ４）の制御端子に供
給し、第１、第２及び第４マルチプレクサ（ＭＵＸ１、ＭＵＸ２、ＭＵＸ４）を制御する
。
【００６４】
　このとき、第４Ｄ－フリップフロップ（３４）のクロック端子（ＣＬＫ）にはタイミン
グコントローラ（２２）からのドットクロック（Ｄｃｌｋ）が入力され、第４Ｄ－フリッ
プフロップ（３４）の反転出力端子（¬Ｑ）からの出力信号は第４Ｄ－フリップフロップ
（３４）の入力端子（Ｄ）に入力される。第４Ｄ－フリップフロップ（３４）の非反転出
力端子（Ｑ）からの出力信号は第４マルチプレクサ（ＭＵＸ４）の入力端子に入力される
。第４マルチプレクサ（ＭＵＸ４）の出力は第３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）の制御端子
に入力される。また、第５Ｄ－フリップフロップ（３５）のクロック端子（ＣＬＫ）には
タイミングコントローラ（２２）からの水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）が入力され、第５Ｄ
－フリップフロップ（３５）の反転出力端子（¬Ｑ）からの出力信号は第５Ｄ－フリップ
フロップ（３５）の入力端子（Ｄ）に入力される。第５Ｄ－フリップフロップ（３５）の
非反転出力端子（Ｑ）からの出力信号は第１、第２及び第４マルチプレクサ（ＭＵＸ１、
ＭＵＸ２、ＭＵＸ４）の制御端子に入力される。
【００６５】
　タイミングコントローラ（２２）からの水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）は、第５Ｄ－フリ
ップフロップ（３５）によって２分周され、第５Ｄ－フリップフロップ（３５）の非反転
出力端子（Ｑ）から出力信号として出力される。
【００６６】
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　更に、タイミングコントローラ（２２）からのドットクロック（Ｄｃｌｋ）は、第４Ｄ
－フリップフロップ（３４）によって２分周され、第４Ｄ－フリップフロップ（３４）の
非反転出力端子（Ｑ）から出力信号として出力され、第４マルチプレクサ（ＭＵＸ４）の
入力端子に入力される。
【００６７】
　このようにして、第１マルチプレクサ（ＭＵＸ１）は、第５Ｄ－フリップフロップ（３
５）の非反転出力端子（Ｑ）の出力に応じて、上記ｎ番目の水平期間においてＲデータ（
Ｒ１ａ～Ｒ４ａ）を出力し、次いで、上記（ｎ＋１）番目の水平期間においてＧデータ（
Ｇ１ｂ～Ｇ４ｂ）を出力する。第２マルチプレクサ（ＭＵＸ２）は、第５Ｄ－フリップフ
ロップ（３５）の非反転出力端子（Ｑ）の出力に応じて、上記ｎ番目の水平期間において
Ｇデータ（Ｇ１ａ～Ｇ４ａ）を出力し、次いで、上記（ｎ＋１）番目の水平期間において
Ｒデータ（Ｒ１ｂ～Ｒ４ｂ）を出力する。第３マルチプレクサ（ＭＵＸ３）は、第４マル
チプレクサ（ＭＵＸ４）の出力に応じて、上記ｎ番目の水平期間においてＢデータ（Ｂ２
ａ、Ｂ４ａ）を出力し、次いで、上記（ｎ＋１）番目の水平期間においてＢデータ（Ｂ１
ｂ、Ｂ３ｂ）を出力する。
【００６８】
　図１２ A及び図１２ Bは、図１１に示した駆動装置により、データドライバを通じてデー
タライン（ＤＬ１～ＤＬ３）に出力される奇数番目及び偶数番目のカラー・データを示し
ている。
【００６９】
　図１２ A及び図１２ Bを参照すると、本実施形態における液晶表示装置の駆動方法におい
ても、上記第１実施形態として示した図９ A及び図９ Bで説明したように、一つの画素内に
５個のサブ画素を有する液晶パネルを駆動させるために、Ｒデータ・バス、Ｇデータ・バ
ス及び Bデータ・バスを介して、水平期間毎にＲデータとＧデータを交互に、かつ互いに
異なるＢデータを交互に、データラインへ供給する。
【００７０】
　図６ A～図１２ Bは、従来のデータ・ドライバの出力端子のうちの一部を断線し、一つの
画素に含まれたＢサブ画素と他の画素に含まれたＢサブ画素とを、同一のＢデータ・バス
を介してＢデータを時分割供給する実施例を示している。
【００７１】
　このような画素形態に構成された液晶パネルを駆動するために新しい形態のデータ・ド
ライバを製作して使用してもよい。
【００７２】
　具体的には、通常のデータ・ドライバは３サブ画素のカラーサブ画素を出力するので３
８４チャンネルのという３倍数の出力チャンネルを有するが、本発明の場合、６カラーサ
ブ画素を発生させる過程の中のカラーサブ画素（Ｂカラーサブ画素）の出力単位を短絡（
ｓｈｏｒｔｅｄ）させるので、データ・ドライバから出力端子は３２０チャンネルという
５倍数のチャンネルだけで足りる。これで５倍数のチャンネルを有するデータ・ドライバ
を駆動して画素を駆動することができる。
【００７３】
　図１３ A及び図１３ Bは、図６ A及び図６ Bに示したサブ画素配置の構造を有した液晶パネ
ルを本発明の駆動方法により駆動した際に、液晶パネルの画素に供給されたデータ信号な
どの極性のパターンを図示した図面である。図１３ Aは、ｎ番目のフレーム期間において
各画素に印加されるデータの極性を示しており、図１３ Bは、（ｎ＋１）番目のフレーム
期間において各画素に印加されるデータの極性を示している。
【００７４】
　図１３ A及び図１３ Bを参照すると、正四角形の内の菱形が内接された形態で画素がマト
リックス形態に配列されている。
【００７５】
　図１３ Aに示されている１番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段
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と右上段の極性は正極性（＋）であり、左下段と右下段の極性は負極性（ー）を帯びる。
この時、中央のＢデータの極性は正極性（＋）を帯びる。
【００７６】
　２番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の極性は負極性
（ー）であり、左下段と右下段の極性は正極性（＋）を帯びる。この時、中央のＢデータ
の極性は負極性（ー）を帯びる。
【００７７】
　３番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の極性は正極性
（＋）であり、左下段と右下段の極性は負極性（ー）を帯びる。この時、中央のＢデータ
の極性は正極性（＋）を帯びる。
【００７８】
　４番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の極性は負極性
（ー）であり、左下段と右下段の極性は正極性（＋）を帯びる。この時、中央のＢデータ
の極性は負極性（ー）を帯びる。
【００７９】
　図１３ Bでの１番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の
極性は負極性（ー）であり、左下段と右下段の極性は正極性（＋）を帯びる。この時、中
央のＢデータの極性は負極性（ー）を帯びる。
【００８０】
　２番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の極性は正極性
（＋）であり、左下段と右下段の極性は負極性（ー）を帯びる。この時、中央のＢデータ
の極性は正極性（＋）を帯びる。
【００８１】
　３番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の極性は負極性
（ー）であり、左下段と右下段の極性は正極性（＋）を帯びる。この時、中央のＢデータ
の極性は負極性（ー）を帯びる。
【００８２】
　４番目の画素では中央の菱形形態のＢデータに隣接して左上段と右上段の極性は正極性
（＋）であり、左下段と右下段の極性は負極性（ー）を帯びる。この時、中央のＢデータ
の極性は正極性（＋）を帯びる。
【００８３】
　上記の方法により本発明に従った液晶パネルの画素に供給されたデータ信号の極性パタ
ーンは、図１３ A及び図１３ Bを交互に繰り返して全パネルにかけてサブ画素別に電圧充電
極性を有する。
【００８４】
【発明の効果】
　上述したように、本発明による液晶表示装置の駆動方法及びその駆動装置 、
一つの画素内に５個のサブ画素を配置した構造を有する液晶表示装置

、そ 示品質を向上さ
せることができる。また、

液晶表示装置を
駆動させた際には、従来

のドット反転方式と類似する形態にデータの極性を反転させるためフリッカーの影響を低
減することも可能である。
【００８５】
　以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な
変更及び修正の可能であることが分かる。従って、本発明の技術的な範囲は明細書の詳細
な説明に記載された内容に限らず特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
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においては
を駆動させるために

、データ・ドライバの出力端子とデータラインとの間の連結関係が従来とは異なり、デー
タ・ドライバの出力端子の個数が従来とは異なるように使用して の表

従来とは出力端子の個数が異なるように従来のデータ・ドライ
バを使用して、一つの画素内に５個のサブ画素を配置した構造を有する 新
たな駆動方式である本発明の駆動方法及びその駆動装置を用いて



【図１】　図１は一般的な液晶表示装置をブロック構成図に表した図面である。
【図２】　図２は図１の液晶表示装置の画素とＴＦＴ構造の関係を詳細に表した図面であ
る。
【図３】　図３は図１に図示された液晶表示装置の従来の技術によるＲＧＢカラーフィル
ターの配列状態とゲート・ドライバ及びデータ・ドライバの接続状態を表す図面である。
【図４ A】　図４ Aは従来の技術によるドット反転方式を表す図面である。
【図４ B】　図４ Bは従来の技術によるドット反転方式を表す図面である。
【図５】　図５は本発明での液晶表示装置をブロック構成図に表す図面である。
【図６ A】　図６ Aは本発明の第１及び第２実施例による液晶パネルの画素構造と画素への
データの入力を説明する図面である。
【図６ B】　図６ Bは本発明の第１及び第２実施例による液晶パネルの画素構造と画素への
データの入力を説明する図面である。
【図７ A】　図７ Aは図６ Aに図示された画素構造及び配線の液晶パネルを駆動するための
データ・ドライバの接続状態を表す図面である。
【図７ B】　図７ Bは図６ Aに図示された画素構造及び配線の液晶パネルを駆動するための
データ・ドライバの接続状態を表す図面である。
【図８】　図８は図７ A及び図７ Bでのような画素にデータを出力するためのデータパルス
発生機を詳細に表す図面である。
【図９ A】　図９ Aは図８での駆動装置を通して奇数及び偶数のカラーデータのデータライ
ンへの出力を説明する図面である。
【図９ B】　図９ Bは図８での駆動装置を通して奇数及び偶数のカラーデータのデータライ
ンへの出力を説明する図面である。
【図１０ A】　図１０ Aは図６ Bに図示された画素構造及び配線の液晶パネルを駆動するた
めのデータ・ドライバの接続状態を概略的に表す図面である。
【図１０ B】　図１０ Bは図６ Bに図示された画素構造及び配線の液晶パネルを駆動するた
めのデータ・ドライバの接続状態を概略的に表す図面である。
【図１１】　図１１は図１０ A及び図１０ Bに示されているような画素にデータを出力する
ためのデータパルス発生機を詳細に表す図面である。
【図１２ A】　図１２ Aは図１１での駆動装置を通して奇数及び偶数のカラーデータのデー
タ・ドライバを通してのデータラインへの出力を表す図面である。
【図１２ B】　図１２ Bは図１１での駆動装置を通して奇数及び偶数のカラーデータのデー
タ・ドライバを通してのデータラインへの出力を表す図面である。
【図１３ A】　図１３ Aは図６ A及び図６ Bに図示された液晶パネルの駆動方法により液晶パ
ネルの画素に供給されたデータ信号の極性パターンを図示した図面である。
【図１３ B】　図１３ Bは図６ A及び図６ Bに図示された液晶パネルの駆動方法により液晶パ
ネルの画素に供給されたデータ信号の極性パターンを図示した図面である。
【符号の説明】
　　　１、２１：デジタル・ビデオ・カード
　　　２、２２：タイミング・コントローラ
　　　３、２３：データ・ドライバ
　　　５、２５：ゲート・ドライバ
　　　６、２６：液晶パネル
　　　１２ａ、１２ｂ、１２ｃ：画素電極
　　　１４：ＴＦＴ
　　　１６：画素
　　　２７：画素
　　　２８：Ｒカラーフィルターを有するサブ画素
　　　２９：Ｇカラーフィルターを有するサブ画素
　　　３０：Ｂカラーフィルターを有するサブ画素
　　　３１、３２、３３、３４、３５：Ｄーフリップフロップ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ Ａ 】

【 図 １ ３ Ｂ 】
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